第29回　施設処遇検討会議　議事録　H23.1.24

13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：長谷部S.G.M・木村春子・須々田珠実

小笠原嘉紀・三浦綾・小坂和子・中村文洋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 欠席者：千葉C.E.O・秋山S.G.M・上平ユリ子・馬渕豊子）

記　録：中村文洋
議題

１：東海林　康之様　（青山荘入所者様）の処遇について

２：袴田　　淑子様　（青風荘入所者様）の処遇について

１：東海林　康之様　（青山荘入所者様）の処遇について
病名：統合失調症　　　合併症　なし

＜問題点・介入方法＞

１．金銭管理能力　※家族面談も含む

介入方法

→・保護者と家族面談を行ない、退所に向けての話し合いを持つ。（保護費の使い道と本人の住む場所などについての確認など）

・定期的に本人と話し合う機会を持ち、無駄遣い（自動販売機でのジュースの多量購入など）がないか確認していく。

・貯蓄分で小遣いを補填していることがあったため、定期的に貯蓄について確認していく。

２．生活リズムの確立（継続）

介入方法

→・朝食の自炊を始めてから定時起床が出来るようになってきているので、継続して支援していく。

・１ヵ月間、自炊を行った結果を振り返り、無駄となった食材（食べきれなかったものや多すぎたものなど）がないか確認し、次回の自炊に生かしていく。

・課題を自覚、認識し、取り掛かりまでは自主的に実行できるが、持続性に欠ける為、定期的な面談の機会を持って、動機づけの確立を図る。

・定時起床、散歩、整容を整えるなどの日課ができているか定期的に確認を行なう。出来ていない場合は時間設定を変更するなど本人と話し合って決めていく。

３．健康管理(体重増加)

介入方法

→・朝の散歩の習慣化を図る。本人のモチベーションを維持するため、1週間ごとに体重、体脂肪測定し成果を確認、定期的にグラフ化して提示する。

・散歩以外でも本人が興味を持って取り組めるものを引き出し、本人へ情報を提供していく。

・自炊時の食事内容と調理前の食材を確認し、調理指導と並行して栄養バランスや食事量について指導していく。
＜評価＞
退所に向けての取り組みとして、保護者様との家族面談にて生活保護費の管理状況を確認することが第一に挙げられる。また、退所後の金銭管理は自己管理を予定しているが、そうなると今まで管理していた以上の金銭を管理していくことになる。小遣いが入ったときには、気が大きくなって物品購入することもあったそうだが、それが生活保護費の管理となると管理額も大金となるので、金銭使用状況や生活状況の確認が今まで以上に必要となる。生活面では、定時起床や整容、健康管理の為の散歩が生活習慣で基礎になってくる。その為、退所を迎える上では、面談から今一度単身生活を想定した動機付けを図る必要がある。
（本人は、田面木地区に単身でのアパート生活を希望している）
２：袴田　　淑子様　（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症　なし

＜問題点・介入方法＞

１．自主的に日課を行なおうとしない

（日常生活全般にわたり強い声掛けや指導を要する）

・意欲低下が見られ周りに関心を示さず、身なりも構わない。

介入方法

→・自分のことは（身の回りなど）自身で最低限行なわなければならない事をその都度説明し、支援していく。

· 施設では団体生活であり、皆の生活が守られるよう施設のル－ルがあり、その事柄を守らなければならいな事を本人に解りやすく伝えていく。

· 何日も同じ衣類を着たり、髪を乾かさずに寝癖頭でも平気でいる為、女性としての身なりが必要であり、その為には入浴、洗濯をきちんと行なって清潔感のある服装や髪型を保つよう指導していく。

· 日課表を活用して一日の流れが身に付くように根気強く働きかけ、時間に合わせた行動が出来るよう支援していく。

· 定期的に本人と振り返りを行ない、励みになるような評価をし、やる気を起こさせるよう介入していく。

ホ－ルで過ごす回数が増えることで、他者との情報交換などの機会が得られ、共通の話題が出来、視野が広がっていくことを伝えていく。
２．間食を摂り過ぎ食事を不食する　・体脂肪率が高い（37.1％→40.7％）

介入方法

→・おやつの購入については適量の購入が難しい為、今後も同行支援の継続、指導を行なっていく。

· 食事の必要性を説き、現在の状況を認識してもらいながら、三食摂ることは身体にとって大事なことである事、それによって体調を維持していける事を理解できるよう指導していく。

（荘内プログラムを活用する）

· 夜間の間食が身体に及ぼす影響をも説明していく。

· 朝のテレビ体操の参加が中々出来ていない為、今後も強く働きかけていく。

· 余暇に短時間のウ－ォキングすることを本人へ提案する。（他者と一緒に）
　・　外泊時はおやつの摂取量について保護者へも協力の依頼をしていく。

＜評価＞

意欲の低下から日常生活において、整容や掃除など多々声掛けを要することがある。食事やおやつなど興味あるもの以外には注意力も散漫になっているのか、トイレの流し忘れも度々見られている。

普段の生活を多方面から細分化していくことで、本人の興味ある事柄や能力を発見し、支援の手段・方法に取り入れていくことが、今後の支援を行なう上で必要な取り組みの一つに挙げられる。本人が気付かない能力があればそれを示し、また出来ている項目があればそのことを積極的に評価し自己肯定感を上げていく支援も継続して行なっていく。







